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平
成
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年
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で

生
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日
　
昭
和
25
年
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学
校
施
設
利
用
に
関
し
管
理
体
制
の
簡
素
化
と
、施
設
利
用
者
が
利
用
規
則
の
遵

守
を
徹
底
す
る
こ
と
を
求
め
た
。学
校
給
食
の
地
産
地
消
は
、
子
ど
も
た
ち
に
地
域

を
体
現
す
る
大
切
な
教
育
的
取
組
み
で
あ
る
と
し
、推
進
の
た
め
に
採
用
率
目
標
を

定
め
る
よ
う
に
求
め
た
。市
内
一
斉
避
難
訓
練
の
進
め
方
に
つ
い
て
ト
ー
タ
ル
目
標

を
定
め
、地
域
と
連
携
を
図
り
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
し
た
。

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

学
校
給
食
に
お
け
る
食
育
と
地
産
地

消
の
取
組
み

　
ふ
れ
あ
い
広
場
や
あ
ん
ず
の
里
か

ら
搬
入
し
て
お
り
、食
中
毒
予
防
、栄

養
バ
ラ
ン
ス
、ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
、異

物
混
入
対
策
、献
立
の
工
夫
、残
菜
を

な
く
す
取
組
み
、「
お
に
ぎ
ら
ず
」の

作
成
な
ど
に
取
組
ん
で
い
る
。

防
災
に
関
す
る
取
組
み

　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
作
成

中
。毎
年
の
防
災
訓
練
が
マ
ン
ネ
リ

化
し
な
い
意
識
付
け
が
課
題
。防
災

士
資
格
取
得
は
、
住
民
の
身
近
な
と

こ
ろ
に
も
必
要
と
提
言
。

学
校
施
設
開
放
の
実
態
と
学
校
給
食
の
状
況

に
つ
い
て
調
査
。他
に
市
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
を
促
す
必
要
性
を
提
言

福
津
市
立
学
校
施
設
開
放
の
現
状
と

課
題

　
本
市
は
、体
育
館
、運
動
場
を
開
放

し
て
お
り
、
業
務
は
福
津
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い

る
。利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
須
で

有
効
期
限
は
２
年
間
。先
着
順
。問
題

点
は
、大
会
時
の
駐
車
場
の
確
保
、施

設
内
で
の
喫
煙
、飲
食
後
の
片
付
け
、

持
出
し
禁
止
用
具
の
使
用
や
ト
イ
レ

を
含
む
使
用
後
の
整
理
整
頓
と
清
掃

が
不
十
分
な
場
合
が
あ
る
。体
育
館

改
修
時
に
定
期
利
用
者
へ
の
対
処
が

課
題
。ま
た
、カ
ー
ド
キ
ー
施
錠
運
用

の
検
討
を
促
し
た
。

　
生
活
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
が
増
加
し
、多
様
な
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
る
「
さ
さ
え
愛
」
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
大
分
県
竹
田
市

と
、
子
ど
も
医
療
費
窓
口
負
担
無
料
化
の
声
が
あ
り
、
０
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

医
療
費
完
全
無
料
化
を
実
施
し
て
い
る
大
分
県
佐
伯
市
を
視
察
研
修
し
た
。

（
市
民
福
祉
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

　
本
市
で
も
、
地
域
と
し
て
の
生
き

が
い
を
与
え
る
よ
う
な
施
策
を
自
治

会
、
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
、
行
政
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
一
体
と
な
っ
て

考
え
る
べ
き
と
し
た
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
に
関
す
る
調
査

　
子
ど
も
の
医
療
費
の
窓
口
負
担

は
、
全
国
の
自
治
体
に
お
い
て
独
自

の
努
力
で
無
料
化
や
軽
減
策
が
広
が

っ
て
い
る
。佐
伯
市
で
は
完
全
無
料

化
の
実
施
で
、
コ
ン
ビ
ニ
受
診
の
問

題
や
医
療
費
が「
か
さ
む
」こ
と
は
な

く
、
逆
に
子
ど
も
が
気
軽
に
病
院
に

行
け
る
よ
う
に
な
り
、
む
し
ろ
受
診

件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
可
能
な
限
り

子
ど
も
の
医
療
費
完
全
無
料
化
を
目

指
す
べ
き
と
し
た
。

自
治
会
、郷
づ
く
り
、行
政
、社
会
福
祉

協
議
会
が一体
で
地
域
丸
ご
と
ケ
ア

(

大
分
県
竹
田
市
の
取
組
み)

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

関
す
る
調
査

　
竹
田
市
で
は
、
住
民
同
士
で
支
え

あ
う
活
動
に
よ
る
生
活
支
援
・
介
護

予
防
に
取
組
ん
で
お
り
、
中
高
齢
者

層
を
対
象
に
「
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」を
立
ち
上
げ
、元
気
な
高

齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
を
し
て
い

た
。

　
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
進
捗
状
況
、及
び
県
事
業
と
関
連
が
あ
る
市
が
行
う

道
路
工
事
の
現
状
に
つ
い
て
の
調
査
。ま
た
昨
年
12
月
に
４
池
目
が
供
用
開
始
し
た

ば
か
り
の
な
か
、人
口
の
急
激
な
増
加
を
理
由
に
市
は
福
間
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
５
池

目
の
増
設
計
画
に
着
手
し
た
。経
緯
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
た
。

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

33
年
３
月
。建
設
費
用
削
減
の
た
め

初
沈
部
分
を
建
設
せ
ず
、
建
設
コ
ス

ト
を
約
２
億
円
削
減
し
た
。

　
今
回
の
建
設
が
終
了
す
れ
ば
下
水

道
事
業
は
維
持
管
理
費
の
低
減
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
重
点
が
移
る
。今
後

は
水
洗
化
率
の
ア
ッ
プ
が
大
き
な
課

題
に
な
る
。収
支
の
見
込
み
を
注
視

し
た
長
期
戦
略
を
求
め
た
。

橋
梁
長
寿
命
化
、常
時
点
検
の
職
員
養
成
を

求
め
た
。ま
た
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

増
設
計
画
、急
務
で
あ
る
こ
と
を
確
認

橋
梁
長
寿
命
化
と
道
路
整
備
計
画

　
平
成
26
年
か
ら
の
道
路
法
施
行
規

則
新
基
準
に
よ
り
、
近
接
目
視
・
打

音
に
よ
る
は
が
れ
確
認
等
の
点
検
が

行
わ
れ
て
い
る
。こ
の
検
査
を
現
在

は
外
部
委
託
で
行
っ
て
い
る
。今
後

は
市
職
員
の
研
修
を
行
い
、
職
員
に

よ
る
検
査
が
出
来
る
よ
う
な
人
材
育

成
が
望
ま
れ
た
。　
　

　
道
路
に
つ
い
て
は
、
県
へ
の
働
き

か
け
が
必
要
な
部
分
も
多
く
、
市
と

議
会
が
連
携
し
て
要
望
す
る
こ
と
も

必
要
と
し
た
。

福
間
浄
化
セ
ン
タ
ー
５
池
目
増
設

　
５
池
目
の
増
設
計
画
が
急
務
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
５
池
目
の
供
用
開
始
予
定
は
平
成

竹田市の視察状況竹田市の視察状況
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人
事
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件
に
同
意
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で
も
、
地
域
と
し
て
の
生
き

が
い
を
与
え
る
よ
う
な
施
策
を
自
治

会
、
郷
づ
く
り
推
進
協
議
会
、
行
政
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
一
体
と
な
っ
て

考
え
る
べ
き
と
し
た
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
に
関
す
る
調
査

　
子
ど
も
の
医
療
費
の
窓
口
負
担

は
、
全
国
の
自
治
体
に
お
い
て
独
自

の
努
力
で
無
料
化
や
軽
減
策
が
広
が

っ
て
い
る
。佐
伯
市
で
は
完
全
無
料

化
の
実
施
で
、
コ
ン
ビ
ニ
受
診
の
問

題
や
医
療
費
が「
か
さ
む
」こ
と
は
な

く
、
逆
に
子
ど
も
が
気
軽
に
病
院
に

行
け
る
よ
う
に
な
り
、
む
し
ろ
受
診

件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、
可
能
な
限
り

子
ど
も
の
医
療
費
完
全
無
料
化
を
目

指
す
べ
き
と
し
た
。

自
治
会
、郷
づ
く
り
、行
政
、社
会
福
祉

協
議
会
が一体
で
地
域
丸
ご
と
ケ
ア

(

大
分
県
竹
田
市
の
取
組
み)

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

関
す
る
調
査

　
竹
田
市
で
は
、
住
民
同
士
で
支
え

あ
う
活
動
に
よ
る
生
活
支
援
・
介
護

予
防
に
取
組
ん
で
お
り
、
中
高
齢
者

層
を
対
象
に
「
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」を
立
ち
上
げ
、元
気
な
高

齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
を
し
て
い

た
。

　
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
進
捗
状
況
、及
び
県
事
業
と
関
連
が
あ
る
市
が
行
う

道
路
工
事
の
現
状
に
つ
い
て
の
調
査
。ま
た
昨
年
12
月
に
４
池
目
が
供
用
開
始
し
た

ば
か
り
の
な
か
、人
口
の
急
激
な
増
加
を
理
由
に
市
は
福
間
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
５
池

目
の
増
設
計
画
に
着
手
し
た
。経
緯
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
た
。

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
事
務
調
査
）

33
年
３
月
。建
設
費
用
削
減
の
た
め

初
沈
部
分
を
建
設
せ
ず
、
建
設
コ
ス

ト
を
約
２
億
円
削
減
し
た
。

　
今
回
の
建
設
が
終
了
す
れ
ば
下
水

道
事
業
は
維
持
管
理
費
の
低
減
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
に
重
点
が
移
る
。今
後

は
水
洗
化
率
の
ア
ッ
プ
が
大
き
な
課

題
に
な
る
。収
支
の
見
込
み
を
注
視

し
た
長
期
戦
略
を
求
め
た
。

橋
梁
長
寿
命
化
、常
時
点
検
の
職
員
養
成
を

求
め
た
。ま
た
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

増
設
計
画
、急
務
で
あ
る
こ
と
を
確
認

橋
梁
長
寿
命
化
と
道
路
整
備
計
画

　
平
成
26
年
か
ら
の
道
路
法
施
行
規

則
新
基
準
に
よ
り
、
近
接
目
視
・
打

音
に
よ
る
は
が
れ
確
認
等
の
点
検
が

行
わ
れ
て
い
る
。こ
の
検
査
を
現
在

は
外
部
委
託
で
行
っ
て
い
る
。今
後

は
市
職
員
の
研
修
を
行
い
、
職
員
に

よ
る
検
査
が
出
来
る
よ
う
な
人
材
育

成
が
望
ま
れ
た
。　
　

　
道
路
に
つ
い
て
は
、
県
へ
の
働
き

か
け
が
必
要
な
部
分
も
多
く
、
市
と

議
会
が
連
携
し
て
要
望
す
る
こ
と
も

必
要
と
し
た
。

福
間
浄
化
セ
ン
タ
ー
５
池
目
増
設

　
５
池
目
の
増
設
計
画
が
急
務
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
５
池
目
の
供
用
開
始
予
定
は
平
成

竹田市の視察状況竹田市の視察状況

5池目予定地5池目予定地

人
事
案
件
に
同
意

・・・・・




